
【方向性】　Ⅴ－生涯スポーツの推進 【施策】　１　生涯スポーツの推進

【施策の柱】
担当課評価

Ａ

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２
件 3 3 4 4 4 4 5 5

担当課評価

Ｃ

開催中止

スポーツ教室参加者数（人）

(1)スポーツ活動の推進
担当課

スポーツ振興課

実　　績　　値

　他の地域にも総合型地域スポーツクラブを設置できるように、今後も継続して情報提供を図っていきま
す。

担当課

スポーツ振興課

項目名（単位） Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

細 施 策 ②スポーツ教室・大会等の充実

施 策 の 内 容
　市民のスポーツ活動へのきっかけをつくり、それを継続していけるようにするため、ライフステージに応じ
た、魅力あるスポーツ教室・大会等の充実を図っていきます。

前 年 度 の
改善の方策等

　市民のスポーツに対する実態やニーズを考慮し、各教室・大会の内容の更なる充実と、市ホームペー
ジや広報を活用し事業の周知を図っていきます。
　また、今後は新型コロナウイルス感染症に配慮した教室・大会等の運営に努めます。

令 和 ２ 年 度
実 績

　スポーツ教室については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、障害者グラウンドゴルフ教室及
び初心者テニス教室のみの開催としました。
　また、生涯スポーツフェスティバルについても、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止としまし
た。

成 果 実 績
生涯スポーツフェスティバル
参加者数（人）

2,163 2,036

指 標 の 推 移
単位

基準値
（Ｈ２６）

目標値
（Ｒ２）

現 状 ・ 課 題

・5つの総合型地域スポーツクラブが、それぞれの地域のニーズを大切にし、スポーツ振興やスポーツを
通した地域づくりなど多様な活動を展開しており、おおむね順調に進捗しています。
・南古谷地区の総合型地域スポーツクラブの設置については、令和2年度は新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため準備を延期としましたが、早期の設立に向け、引き続き話し合いを進めていきたいと考え
ます。

改善の方策等

細 施 策 ①総合型地域スポーツクラブの設置・育成

施 策 の 内 容
　誰もが、いつでも、どこでもスポーツに取り組めるようにするため、各地域で地域住民が自主的に運営す
る総合型地域スポーツクラブの設置・自立を支援し、クラブ間ネットワークを構築していきます。

前 年 度 の
改善の方策等

　他の地域にも総合型地域スポーツクラブを設置できるように、今後も継続して情報提供を図っていきま
す。

令 和 ２ 年 度
実 績

・一般社団法人Learn and Growが設立され、目標値の設置数5件を達成しました。
・南古谷地区の総合型地域スポーツクラブの設置については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、関係者との協議のうえ、準備を延期としました。

指標及び説明
【指標】
総合型地域スポーツクラブ設置数

【説明】
市内に創設された総合型地域スポーツクラブの数

526 336 30

現 状 ・ 課 題

　スポーツ教室・大会の実施にあたっては、ボッチャなど障害者を対象とした種目の充実に努めました
が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、多くのスポーツ教室を中止としました。
　また、参加者が減少傾向となっている生涯スポーツフェスティバルについては、今後も事業の周知に努
めるとともに、問題提示をしながら実施の在り方を検討する必要があります。

改善の方策等

　スポーツ教室・大会やフェスティバルについては、引き続き新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し、
実施にあたっては市ホームページや広報等を有効に活用した周知を図った運営に努めます。
　また、市民のスポーツに対する実態やニーズ、社会情勢の変化を考慮し、各事業の在り方も含めた内
容の充実への検討を行っていきます。
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細施策 施策の柱

Ａ

Ｃ

細施策 担当課

【方向性】 Ⅴ－生涯スポーツの推進

【施策】　 １　生涯スポーツの推進

施 策 の 柱 (1)スポーツ活動の推進

総合評価

Ｂ
施 策 評 価

Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

・生涯スポーツフェスティバルについては、動員に頼らず、家族全員で楽しめて、気
軽に参加できるようなものを検討していただきたい。
・生涯スポーツフェスティバルは、基本的にはスポーツに親しんでもらうというコンセ
プトだということであるが、スポーツをやっている人が増えてきていると思うので、こ
れまでとは異なった目線で、様々なかたちのものをイメージしていただきたい。

施策評価

①総合型地域スポーツクラブの設置・
育成

スポーツ振興課

②スポーツ教室・大会等の充実 スポーツ振興課
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【方向性】　Ⅴ－生涯スポーツの推進 【施策】　１　生涯スポーツの推進

【施策の柱】
担当課評価

Ｃ

担当課評価

Ｃ

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２
人 287,170 291,840 259,539 267,107 294,477 266,321 149,905 293,500

成 果 実 績
指導者養成講習会実施団
体数（団体）

30 28 13

スポーツ少年団スポーツリー
ダー養成講習会参加者数（人）

49 59 開催中止

担当課

スポーツ振興課

実　　績　　値

令 和 ２ 年 度
実 績

　利用者がより安全かつ安心して施設を使えるよう、川越運動公園総合体育館の電源ケーブル更新及び
トイレの洋式化を実施しました。
　また、川越武道館の耐震補強工事及び老朽化した設備等の改修を実施しました。

指標及び説明
【指標】
施設利用人数

【説明】
川越運動公園（総合体育館・陸上競技場・テニスコー
ト）の利用人数

指 標 の 推 移
単位

基準値
（Ｈ２６）

目標値
（Ｒ２）

現 状 ・ 課 題

　川越運動公園総合体育館、陸上競技場、テニスコートについては施設の老朽化が進んでいることから、
中長期的な改修計画が必要です。また、スポーツ活動の場の充実のため、現状を踏まえた多目的なス
ポーツ施設について検討を進める必要があります。
　施設利用人数については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、施設を一部休館としたことで、
大幅に減少しました。

改善の方策等

(2)スポーツ環境基盤整備
担当課

スポーツ振興課

項目名（単位） Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

細 施 策 ①スポーツ指導者等の養成・活用

施 策 の 内 容
　各スポーツ団体等を育成・支援するとともに、市民のニーズに合わせて適切な指導ができるようにする
ため、スポーツ指導者等の養成に努め、その活用を図ります。

前 年 度 の
改善の方策等

　講習会や研修会の内容を各地域や各団体で生かすことができるよう、指導者一覧の窓口等での公開な
どスポーツ指導者の情報提供について引き続き検討していきます。

令 和 ２ 年 度
実 績

　スポーツ協会加盟団体が、それぞれの種目ごとに技術講習会や審判講習会を行い、適切な指導がで
きるようにスポーツ指導者の養成に努めました。
　また、スポーツ少年団及びスポーツ推進委員連絡協議会につきましても、講習会を行う予定でしたが、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止としました。

現 状 ・ 課 題

　スポーツ協会加盟団体32団体中、13団体が指導者養成講習会を行い、19団体は新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため中止としました。
　スポーツ少年団開催のスタートコーチ養成講習会については、従来の認定員制度からの移行措置に伴
う講習となるため、各団体への新制度普及も含めた受講への周知が新たな課題となっています。
　上記団体以外に、スポーツ推進委員連絡協議会でも、指導者養成のための研修を引き続き実施してい
きます。

改善の方策等
　講習会や研修会の内容を各地域や各団体で生かすことができるよう、スポーツ指導者養成のための情
報提供を引き続き行っていきます。

細 施 策 ②スポーツ施設の整備・充実

施 策 の 内 容
　既存のスポーツ施設を利用者がより安全かつ安心して使えるよう、整備・改善を行うとともに、スポーツ活
動の場の充実のため新設体育館の建設に取り組みます。

前 年 度 の
改善の方策等

　既存のスポーツ施設を利用者がより安全に安心して使え、スポーツ振興に資するよう、整備及び改善を
図ります。
　また、スポーツ活動の場の充実のため、現状を踏まえた多目的なスポーツ施設について検討していきま
す。

　既存のスポーツ施設を利用者がより安全に安心して使え、スポーツ振興に資するよう、整備及び改善を
図ります。
　また、市民のスポーツに対する実態やニーズ、社会情勢の変化を考慮しながら、施設の在り方も含めた
スポーツ活動の場の充実への検討を行っていきます。
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【方向性】　Ⅴ－生涯スポーツの推進 【施策】　１　生涯スポーツの推進

【施策の柱】
担当課評価

Ｃ

細施策 施策の柱
Ｃ
Ｃ
Ｃ

スポーツ振興課
②スポーツ施設の整備・充実 スポーツ振興課

Ｃ

(2)スポーツ環境基盤整備
担当課

スポーツ振興課

項目名（単位） Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

【方向性】 Ⅴ－生涯スポーツの推進

細 施 策 ③学校体育施設の活用

施 策 の 内 容
　地域のスポーツ活動をより身近な施設で行っていくために、学校体育施設を地域に開放し多くの市民
がスポーツに親しむ場を提供していきます。

前 年 度 の
改善の方策等

・学校開放については、事業の周知に努め、今後も市民の身近なスポーツの場として開放していきます。
・霞ケ関北小プール開放については、冷房設備を整える等の熱中症対策を行います。

令 和 ２ 年 度
実 績

　学校開放については、市内小・中学校52校の体育館等の開放を実施しましたが、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、開放を一時休止しました。
　例年夏に実施している霞ケ関北小プール開放及び学校プール開放については、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、中止としました。

成 果 実 績
学校開放利用者数（人） 447,239 425,086 87,307

霞ケ関北小プール開放利用
者数（人）

731 745 事業中止

現 状 ・ 課 題

　学校開放については、市民に広く認知され、身近なスポーツの場として安定した利用がされていました
が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開放を一時休止したことで、年間利用者数は大幅に減少
しました。
　また、霞ケ関北小プール開放については、ここ数年の気象変化による気温上昇により、屋内型となって
いるプール内が非常に高温となり、気象状況によっては利用者の熱中症への危機等が懸念されます。

改善の方策等

　学校開放については、今後も事業の周知に努め、市民の身近なスポーツの場として開放していきます。
　また、霞ケ関北小プール開放については、高温による利用者への安全対策を講じる必要があります。さ
らに利用者の状況やニーズ、社会情勢の変化を考慮しながら、開放自体の在り方も含めた検討を進める
必要があります。

施 策 の 柱 (2)スポーツ環境基盤整備

細施策 担当課 総合評価

施 策 評 価

Ｃ

学 識 経 験 者
意 見 等

・指導者養成のための講習会については、働いている世代が参加できるよう、夜間
や休日の夕方などの実施についても検討していただきたい。
・スポーツ施設等の整備については、老朽化による事故がないよう、十分に安全点
検を行っていただきたい。
・プール開放の再開については、安全面について十分に検討した上で、再開する
かどうかを決める必要があると考える。

③学校体育施設の活用 スポーツ振興課

【施策】　 １　生涯スポーツの推進

施策評価

①スポーツ指導者等の養成・活用
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